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1. 平成30年3月期第2四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第2四半期 52,376 9.0 1,651 28.7 1,680 38.2 1,142 30.8

29年3月期第2四半期 48,046 8.5 1,283 △9.1 1,216 △11.2 874 △0.2

（注）包括利益 30年3月期第2四半期　　1,245百万円 （90.4％） 29年3月期第2四半期　　654百万円 （△21.8％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第2四半期 140.66 ―

29年3月期第2四半期 106.43 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第2四半期 53,981 26,561 49.2

29年3月期 52,370 25,681 49.0

（参考）自己資本 30年3月期第2四半期 26,561百万円 29年3月期 25,681百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 35.00 ― 45.00 80.00

30年3月期 ― 40.00

30年3月期（予想） ― 45.00 85.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

30年３月期（予想）期末配当金の内訳 普通配当 40円00銭　記念配当 ５円00銭

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 107,000 5.2 3,450 11.3 3,400 11.3 2,250 2.3 276.91

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期2Q 8,318,000 株 29年3月期 8,318,000 株

② 期末自己株式数 30年3月期2Q 192,686 株 29年3月期 192,653 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期2Q 8,125,323 株 29年3月期2Q 8,212,002 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についての注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関す
る説明」をご覧ください。

　当社は、以下のとおり投資家向け説明会を開催する予定です。この説明会で配布する資料については、開催後速やかに当社ホームページで掲載する予定で
す。

　・平成29年12月21日（木）……機関投資家・アナリスト向け決算説明会
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業の輸出や設備投資が持ち直し、収益が安定することで雇

用環境の改善や個人消費の回復などが進み、緩やかな回復基調が続いております。一方海外経済では、欧米では景

気は持ち直してきているものの、新興国における政情不安などで先行きの不透明感は払拭できない状況となってお

ります。 

 このような環境のもと、当社グループの主要ユーザーである自動車関連企業では、自動車販売において北米では

前年同期比微減となるものの、インドや中国などのアジア地域や日本国内では前年同期を上回り、総じて堅調に推

移してまいりました。 

 当社グループにおきましては、総力をあげて売上高の伸長に努めるとともに、継続的なコスト抑制を推進し、収

益の維持に努めてまいりました。 

 この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は523億76百万円（前年同四半期比9.0％増）となり、営業利益は

16億51百万円（前年同四半期比28.7％増）、経常利益は16億80百万円（前年同四半期比38.2％増）、親会社株主に

帰属する四半期純利益は、11億42百万円（前年同四半期比30.8％増）と増収増益となりました。

 

 セグメントの業績は、次のとおりです。

 

（デバイスビジネスユニット事業）

 デバイスビジネスユニット事業におきましては、自動車関連企業向けを中心とした半導体や電子部品等の販売に

加え、組込ソフトウェア/ハードウェア開発支援、カスタムＬＳＩ等の技術サポートを行っております。 

 当第２四半期連結累計期間におきましては、主要ユーザーである自動車関連企業の生産が堅調に推移したことに

よる納入部品の増加や、安全にかかわる先進運転支援システム搭載車両の需要増が寄与した結果、デバイスビジネ

スユニット事業の売上高は439億10百万円（前年同四半期比8.4％増）、営業利益は20億８百万円（前年同四半期比

23.3％増）となりました。

 

（ソリューションビジネスユニット事業）

 ソリューションビジネスユニット事業におきましては、ＩＴ機器、計測機器及び組込機器の販売からＩＴプラッ

トフォーム基盤構築の提案に加え、ＦＡシステムや特殊計測システムの設計・製造・販売及び産業用コンピュータ

の開発・製造・販売を行っております。

 当第２四半期連結累計期間におきましては、主要顧客である自動車関連企業を中心とした企業の設備投資需要や

情報化投資需要を的確に捉えたことや、計測分野及び組込分野の売上高が計画を上回る状況で推移したことによ

り、ソリューションビジネスユニット事業の売上高は84億66百万円（前年同四半期比12.0％増）、営業利益は４億

12百万円（前年同四半期比22.8％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明 

（資産）

 資産合計は、前連結会計年度末に比べて16億11百万円増加し539億81百万円となりました。

 流動資産は、前連結会計年度末に比べて15億17百万円増加し492億86百万円となりました。これは主に、受取手

形及び売掛金が15億76百万円減少しましたが、商品及び製品が28億84百万円増加したことによるものであります。

 固定資産は、前連結会計年度末に比べて94百万円増加し46億95百万円となりました。

 

（負債）

 負債合計は、前連結会計年度末に比べて７億31百万円増加し274億20百万円となりました。

 流動負債は、前連結会計年度末に比べて10億84百万円増加し240億86百万円となりました。これは主に、支払手

形及び買掛金が15億98百万円及び未払法人税等が１億50百万円減少しましたが、短期借入金が20億81百万円及び電

子記録債務が６億81百万円増加したことによるものであります。

 固定負債は、前連結会計年度末に比べて３億52百万円減少し33億33百万円となりました。これは主に、長期借入

金が３億68百万円減少したことによるものであります。

 

（純資産）

 純資産合計は、前連結会計年度末に比べて８億79百万円増加し265億61百万円となりました。

 この結果、自己資本比率は49.2％（前連結会計年度末は49.0％）となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成30年３月期第２四半期の実績を踏まえ、平成29年５月12日に公表いたしました「平成29年３月期決算短信

〔日本基準〕（連結）」の平成30年３月期の通期連結業績予想を下記のとおり修正いたします。

 

通期連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

  売上高 営業利益 経常利益

親会社株主に

帰属する

当期純利益

1株当たり

当期純利益

前回発表予想（Ａ）
百万円

105,000

百万円

3,000

百万円

2,920

百万円

1,980

円 銭

243.68

今回修正予想（Ｂ） 107,000 3,450 3,400 2,250 276.91

増減額（Ｂ－Ａ） 2,000 450 480 270  

増減率（％） 1.9 15.0 16.4 13.6  

（ご参考）前期実績

（平成29年３月期）
101,755 3,100 3,055 2,198 269.12

 

通期個別業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

  売上高 経常利益 当期純利益 
1株当たり

当期純利益

前回発表予想（Ａ）
百万円

97,000

百万円

2,780

百万円

1,880

円 銭

231.37

今回修正予想（Ｂ） 98,900 3,200 2,100 258.45

増減額（Ｂ－Ａ） 1,900 420 220  

増減率（％） 2.0 15.1 11.7  

（ご参考）前期実績

（平成29年３月期）
93,937 2,892 2,075 254.05

 

（修正の理由） 

 当社の想定に対し、先進運転支援システム搭載率の進展等があった事もあり、上半期の業績は当初予想を上回り

ました。 

 通期業績予想につきましては、先行き、地政学的なリスクによる世界経済に対する不透明感が残るものの、下半

期に向けては当初の想定通りに推移するものと見ており、上半期の実績を踏まえ、通期業績を見直した結果、前回

予想を上回る見込みとなりました。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 5,445 5,424 

受取手形及び売掛金 27,801 26,224 

電子記録債権 2,127 2,159 

商品及び製品 10,977 13,861 

仕掛品 349 422 

原材料及び貯蔵品 176 228 

その他 897 968 

貸倒引当金 △5 △3 

流動資産合計 47,769 49,286 

固定資産    

有形固定資産 2,645 2,608 

無形固定資産 107 105 

投資その他の資産    

その他 1,847 1,981 

貸倒引当金 △0 △0 

投資その他の資産合計 1,847 1,980 

固定資産合計 4,600 4,695 

資産合計 52,370 53,981 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 12,884 11,286 

電子記録債務 1,731 2,413 

短期借入金 4,508 6,590 

1年内返済予定の長期借入金 1,320 1,756 

未払法人税等 639 488 

受注損失引当金 0 56 

その他 1,917 1,494 

流動負債合計 23,002 24,086 

固定負債    

長期借入金 3,243 2,875 

退職給付に係る負債 191 156 

その他 250 301 

固定負債合計 3,686 3,333 

負債合計 26,688 27,420 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,301 3,301 

資本剰余金 3,792 3,792 

利益剰余金 18,527 19,305 

自己株式 △354 △354 

株主資本合計 25,267 26,044 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 282 396 

為替換算調整勘定 242 225 

退職給付に係る調整累計額 △110 △105 

その他の包括利益累計額合計 413 516 

純資産合計 25,681 26,561 

負債純資産合計 52,370 53,981 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

売上高 48,046 52,376 

売上原価 43,620 47,326 

売上総利益 4,426 5,050 

販売費及び一般管理費 3,143 3,398 

営業利益 1,283 1,651 

営業外収益    

受取利息 4 3 

受取配当金 7 8 

為替差益 － 11 

保険解約返戻金 － 30 

関税還付金 15 － 

その他 18 18 

営業外収益合計 45 72 

営業外費用    

支払利息 21 18 

為替差損 58 － 

売上債権売却損 15 23 

その他 17 1 

営業外費用合計 112 43 

経常利益 1,216 1,680 

特別利益    

固定資産売却益 120 － 

資産除去債務戻入益 4 － 

特別利益合計 124 － 

特別損失    

固定資産処分損 0 1 

減損損失 9 － 

特別損失合計 9 1 

税金等調整前四半期純利益 1,331 1,678 

法人税等 457 535 

四半期純利益 874 1,142 

親会社株主に帰属する四半期純利益 874 1,142 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    (単位：百万円) 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

四半期純利益 874 1,142 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 28 114 

為替換算調整勘定 △248 △16 

退職給付に係る調整額 0 4 

その他の包括利益合計 △219 102 

四半期包括利益 654 1,245 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 654 1,245 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：百万円) 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 1,331 1,678 

減価償却費 94 84 

減損損失 9 － 

固定資産除売却損益（△は益） △120 1 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3 △1 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △36 △28 

受注損失引当金の増減額（△は減少） － 55 

受取利息及び受取配当金 △11 △11 

支払利息 21 18 

保険解約返戻金 － △30 

資産除去債務戻入益 △4 － 

売上債権の増減額（△は増加） 28 1,545 

たな卸資産の増減額（△は増加） 701 △3,010 

仕入債務の増減額（△は減少） △872 △916 

その他 △15 △567 

小計 1,128 △1,181 

利息及び配当金の受取額 12 11 

利息の支払額 △20 △17 

法人税等の支払額 △515 △580 

営業活動によるキャッシュ・フロー 604 △1,768 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の払戻による収入 300 － 

投資有価証券の取得による支出 △36 △21 

投資有価証券の償還による収入 100 － 

有形固定資産の売却による収入 234 － 

有形固定資産の取得による支出 △96 △43 

無形固定資産の取得による支出 △13 △24 

保険積立金の解約による収入 － 86 

その他 17 △2 

投資活動によるキャッシュ・フロー 506 △6 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △196 2,081 

長期借入れによる収入 1,450 500 

長期借入金の返済による支出 △1,547 △432 

自己株式の取得による支出 △341 △0 

配当金の支払額 △290 △366 

その他 △15 △12 

財務活動によるキャッシュ・フロー △940 1,770 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △248 △16 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △78 △20 

現金及び現金同等物の期首残高 5,543 5,375 

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,465 5,354 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

 該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 

調整額 
（注）１ 

四半期連結損
益計算書計上
額（注）２  

デバイスビジ
ネスユニット
事業 

ソリューショ
ンビジネスユ
ニット事業 

計 

売上高          

外部顧客への売上高 40,490 7,555 48,046 － 48,046 

セグメント間の内部売上高又は振替高 33 15 49 △49 － 

計 40,524 7,571 48,095 △49 48,046 

セグメント利益 1,628 335 1,964 △681 1,283 

（注）１ セグメント利益の調整額△681百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費

用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 

調整額 
（注）１ 

四半期連結損
益計算書計上
額（注）２  

デバイスビジ
ネスユニット
事業 

ソリューショ
ンビジネスユ
ニット事業 

計 

売上高          

外部顧客への売上高 43,910 8,466 52,376 － 52,376 

セグメント間の内部売上高又は振替高 46 11 58 △58 － 

計 43,957 8,477 52,435 △58 52,376 

セグメント利益 2,008 412 2,421 △769 1,651 

（注）１ セグメント利益の調整額△769百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費

用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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